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五
橋
祭
の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
は

２
号
橋
〜
４
号
橋
間
約
２
・
２
㌔

㍍
を
片
側
通
行
規
制
し
て
25
日

に
実
施
し
た
「
天
草
五
橋H

and 
in H
and

」。
五
橋
開
通
で
「
ひ

と
・
も
の
・
文
化
」
等
の
交
流
進

展
に
感
謝
し
、
島
内
外
の
参
加
者

が
橋
上
で
手
を
つ
な
ぎ
「
天
草
か

ら
元
気
と
勇
気
を
送
ろ
う
！
」と
、

天
草
地
域
観
光
推
進
協
議
会
（
Ｖ

Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
あ
ま
く
さ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
行
委
員
会
）
の
主
催
で
「
指

切
り
げ
ん
ま
ん
」
の
ギ
ネ
ス
世
界

記
録
に
挑
戦
。
２
２
６
７
人
が
指

切
り
を
し
て
並
び
「
あ
り
が
と
う

天
草
五
橋
、
が
ん
ば
ろ
う
熊
本
」

　

天
草
五
橋
開
通
50
周
年
を
祝
う
天
草
五
橋
祭
が
9
月
24
〜
25
両

日
、
開
催
さ
れ
た
。
白
龍
船
競
漕
大
会
や
魚
の
つ
か
み
取
り
大
会
等

の
他
、
蒲
島
郁
夫
知
事
や
堀
江
隆
臣
上
天
草
市
長
ら
が
出
席
し
た
記

念
式
典
、
同
市
出
身
の
放
送
作
家
小
山
薫
堂
さ
ん
や
、
俳
優
片
岡
鶴

太
郎
さ
ん
ら
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
も
開
か
れ
た
。
熊
本
日
日

新
聞
は
２
週
間
前
か
ら
特
集
企
画
「
パ
ー
ル
ラ
イ
ン
の
行
方
」
を
連

載
し
、
25
日
の
朝
刊
に
「
天
草
五
橋
開
通
50
年　

観
光
復
興
の
弾
み

に
し
た
い
」
と
い
う
社
説
を
掲
載
し
た
。
社
説
に
は
イ
ン
フ
ラ
の
ス

ト
ッ
ク
効
果
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

と
想
い
を
唱
え
た
。
指
が
離
れ
て

記
録
は
１
６
５
８
人
だ
っ
た
が
世

界
記
録
達
成
と
な
り
、
五
橋
の
歴

史
に
「
世
界
一
」
が
加
わ
っ
た
。

　
「
五
橋
関
連
資
料
・
写
真
展
示
」

も
開
催
。
観
光
客
増
加
や
新
た
な

祭
り
の
実
施
な
ど
、
五
橋
開
通
が

天
草
地
域
に
与
え
た
効
果
を
示
す

資
料
が
紹
介
さ
れ
、
架
橋
に
至
る

経
緯
や
開
通
に
奔
走
し
た
森
滋

秀
、
森
國
久
、
蓮
田
敬
介
各
氏
ら

先
人
の
苦
労
話
も
展
示
さ
れ
た
。

先
人
た
ち
の
苦
労
話
も

　

橋
が
つ
な
が
る
以
前
、
日
本
を

代
表
す
る
民
族
学
者
の
宮
本
常
一

氏
も
天
草
を
訪
問
。
後
の
著
作

「『
社
会
開
発
の
諸
問
題
』
日
本
の

中
央
と
地
方
（
宮
本
常
一
著
作
集

２
）」
の
記
述
を
要
約
す
る
。

　
「
そ
の
国
の
文
化
の
高
さ
は
、

民
族
の
意
志
が
国
の
隅
々
に
ま
で

行
き
わ
た
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に

あ
る
。（
中
略
）
国
の
隅
々
に
ま

で
民
族
の
も
つ
理
想
を
行
な
う
た

め
最
も
大
切
な
の
は
交
通
で
、
交

通
網
の
確
立
が
根
本
問
題
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。（
中
略
）
私
は

今
離
島
の
世
話
を
し
て
い
る
が
、

離
島
で
も
す
ぐ
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の

道
、
観
光
道
路
を
造
ら
な
け
れ
ば

駄
目
と
、
血
道
を
あ
げ
て
い
る
」

　
「
地
域
開
発
と
い
う
の
は
、
自

分
た
ち
の
土
地
を
ど
う
し
た
ら
よ

い
う
か
と
い
う
人
た
ち
、
真
剣
に

自
分
た
ち
の
土
地
の
問
題
を
、
自

分
た
ち
で
解
決
し
よ
う
と
い
う
人

た
ち
が
育
っ
て
こ
な
い
限
り
あ
り

よ
う
が
な
い
」

　

天
草
五
橋
の
開
通
と
そ
の
後
の

天
草
地
域
の
発
展
は
、
宮
本
の
言

う
地
域
開
発
（
離
島
振
興
）
の
典

型
的
事
例
で
好
事
例
だ
っ
た
。

制
度
イ
ン
フ
ラ
と
装
置
イ
ン
フ
ラ

　
「
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

（infrastructure

）」
と
は
、「
社

会
を
下
か
ら
支
え
る
基
礎
構
造
」

を
意
味
し
、
法
律
な
ど
の
「
制
度

イ
ン
フ
ラ
」
と
、
道
路
や
港
湾
な

ど
の
「
装
置
イ
ン
フ
ラ
」
に
分
類

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

天
草
地
域
の
半
世
紀
間
に
当
て

は
め
れ
ば
、
１
９
５
３
年
（
昭
和

28
年
）
の
離
島
振
興
法
の
指
定
と

56
年
（
同
31
年
）
の
国
立
公
園
の

指
定
が
「
制
度
イ
ン
フ
ラ
」
で
、

66
年
（
同
41
年
）
の
五
橋
開
通
が

「
装
置
イ
ン
フ
ラ
」
に
な
る
。
こ

の
両
輪
に
よ
り
、
天
草
地
域
は
振

興
・
発
展
し
た
と
言
え
る
。

　

こ
の
間
の
経
緯
を
地
元
紙
熊
本

日
日
新
聞
の
社
説
は
、
以
下
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
（
要
約
）。

　

天
草
五
橋
が
24
日
、
開
通
50
年

を
迎
え
た
。
離
島
の
天
草
と
九
州

本
島
を
つ
な
ぎ
、
半
世
紀
に
わ
た

っ
て
生
活
と
観
光
の
両
面
で
熊
本

を
支
え
続
け
た
宝
で
あ
る
。
こ
れ

か
ら
も
大
切
に
活
用
し
た
い
。　

（
中
略
）
五
つ
の
橋
は
、
そ
れ
自

体
が
観
光
資
源
で
も
あ
っ
た
。
天

草
全
域
に
３
千
台
し
か
自
動
車
が

な
か
っ
た
開
通
当
時
、
１
日
最
大

１
万
３
千
台
が
五
橋
を
利
用
。
パ

ー
ル
ラ
イ
ン
（
約
15
㌔
）
の
32
億

円
近
い
事
業
費
の
償
還
は
、
当
初

30
年
か
か
る
と
予
想
さ
れ
た
が
わ

ず
か
９
年
で
完
済
し
た
。

　

天
草
各
地
に
旅
館
や
土
産
物
店

が
次
々
開
業
し
、
観
光
地
と
し
て

の
街
並
み
が
形
作
ら
れ
た
一
方
、

30
航
路
以
上
あ
っ
た
天
草
郡
市
と

九
州
各
地
を
結
ぶ
船
便
は
、
現
在

11
航
路
に
減
っ
た
。
五
橋
は
50
年

間
で
天
草
の
「
か
た
ち
」
を
変
え

た
。
現
在
の
五
橋
は
平
日
で
も
１

日
１
万
７
千
台
が
利
用
し
、
橋
上

で
車
が
数
珠
つ
な
ぎ
に
な
る
こ
と

　「寿
じ ゅ げ む

限無、寿限無五
ごこ う

劫の擦り切れ」と始まる
落語「寿限無」。生まれた子供の名前に縁起を
担いで長い名前を付ける親の噺（はなし）です。
実際に企業名や組織名でも合併などで「寿限無」
となることがあります。ローマ字表記にすると
一層に長くなり、外国人に伝えるにも苦労をす
る場面は、商談でも場を和ませるマクラにもな
るほどです。
　今、日本の高速道路にも番号が付されようと
しています。日本語では４文字の「東名高速」
も英表記では「TOMEI EXPWY」（10英文字）。
それが番号化によって１号の意味の「Ｅ１」へ。

長い表記の高速道路になると、最長では 23英
文字の「TOKYO WAN AQUA-LINE EXPWY」（東
京湾アクアライン）。こちらは環状を表すＣを
付して「ＣＡ」にといった具合です。
　日本人にとってはご利益が少ない番号化も今
後、間違いなく増加する訪日外国人の立場とし
てみることが必要です。時速 100 ㌔で走る車
では１秒間に 30㍍を動く世界。例えカーナビ
が発達したとしても、ドライバーは瞬時に視覚
や聴覚を頼りに、見知らぬ土地のルートを判断
しなければなりません。
　道の駅でもローマ字表記をすると「寿限無」
となる駅も少なくありません。将来、集客増加
を外国人にも頼るなら、駅名の番号化も無縁で
はないでしょう。数字は世界共通のコードであ
り、最も優れた認知方式。道の駅の普及の次な
る睨みにもつながります。

シリーズ「国土教育」 宮本常一が最重要視した「交通網の確立」と「地元の意識」

地元紙に見るインフラのストック効果

遺
産
の
推
薦
候
補
と
な
っ
た
こ
と

も
観
光
面
で
追
い
風
と
な
ろ
う
。

　

熊
本
地
震
の
爪
痕
が
今
な
お
深

い
県
内
で
、
ほ
と
ん
ど
無
傷
と
い

え
る
天
草
観
光
の
魅
力
は
希
望
で

も
あ
る
。「
開
通
50
年
」
を
前
面

に
国
内
外
へ
情
報
を
発
信
し
、
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
な

ど
、
官
民
挙
げ
て
天
草
を
元
気
に

し
、
熊
本
全
体
の
観
光
復
興
へ
弾

み
を
つ
け
た
い
。

　

こ
の
地
元
紙
の
社
説
こ
そ
が
、

本
当
の
意
味
で
の
イ
ン
フ
ラ
の
ス

ト
ッ
ク
効
果
だ
と
思
う
。

国
土
学
ア
ナ
リ
ス
ト　

森
田
康
夫

７

国道愛好家
 松波成行

も
。
一
方
で
観
光
客
数
は
伸
び
悩

み
、
こ
の
10
年
は
３
９
０
〜
４
４

０
万
人
と
、
県
が
掲
げ
る
目
標
４

７
０
万
人
に
及
ば
な
い
。

　

近
ま
っ
た
本
島
と
の
距
離
感
は

「
天
草
離
れ
」
も
加
速
さ
せ
、
開

通
時
約
20
万
人
だ
っ
た
天
草
全
体

の
人
口
は
12
万
人
を
切
っ
た
。

　

県
は
渋
滞
緩
和
な
ど
を
目
的
に

来
年
３
月
完
成
を
目
指
す
新
１
号

橋
の
建
設
と
高
規
格
道
路
「
熊
本

天
草
幹
線
道
路
」の
整
備
を
急
ぐ
。

崎
津
集
落
を
含
む
「
長
崎
と
天
草

地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺

産
」
が
２
０
１
８
年
の
世
界
文
化

来年3月完成を目指す新1号橋

潮彩市場防府
森次義典副駅長

　地元で水揚げされた新鮮な魚介類等を

山口県防府市新築地町 2-3
市道新築地１号線　TEL.0835-28-2100

安心価格で、お客様とお話ししながら「対面販売」
するのが当駅の魅力です。２階の飲食店街で海鮮
料理や喫茶メニュー等を提供し、ほぼ毎日曜日に
「旬魚まつり」「潮彩フリーマーケット」等季節に
応じたイベントもお楽しみいただけます。

半布里の郷 とみか
河村一彦駅長

　現存する日本最古の戸籍「御野国半布

岐阜県富加町羽生 2174-1
国道 418 号　TEL.0574-54-1171

里戸籍」がある町富加町。1300年前から人々が暮
らし続けてきて、実り豊かな大地の育てた新鮮野
菜が自慢です。レストランでは地元ブランド豚の
美濃ヘルシーポークメニューを中心に、地元野菜
を使ったメニューでおもてなし。

かつやま
小佐野幸正駅長

　世界遺産富士山の河口湖畔に位置し、

山梨県富士河口湖町勝山 3758-1
県道青木ヶ原河口湖線　TEL.0555-72-5633

すぐ目の前が河口湖と芝生広場。1.6㌔㍍の湖畔遊
歩道でも四季折々の詩情豊かな《水辺の景観と散
策》を楽しむことができ、特に夕日の美しさは素
敵です。物産館は甲州ざる、レストランでは富士
桜ポークのとんかつとイトリキカレーが好評です。


